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　今回我々の班は1年春学期に全員が履修することになっている情報処理の授業の中で、1つのテーマを決めて授業を行いました。班メンバー2人それぞれ別のテーマを選び、それぞれのテーマについて協力して授業するという体制です。

　自分がおこなったのは情報検索です。評価シートも見た上での自分なりの大きな反省点は

· 参加型の授業でない

· 直接技術に結びつかない

の2つです。

・参加型の授業でない

　講義ばかりの授業になってしまい、履修者が実際に操作したりするという時間が持てなかったため、理解を深めることが出来なかったのと、つまらない授業になってしまった。情報検索というのは誰もが興味がある範囲であるから、実際に自分でPCなどを触って演習を行ってみればもっと楽しい授業になるはずである。

・直接技術に結びつかない

　概念の説明等、検索ソフトがいかに検索を行っているかということを説明したが、それを実際に行う際にじゃ、どうすればいいの？という疑問が残る授業だった。確かに概念の理解は大切なことである。しかし、それだけに終わらず、それをもとにしてどのようにその技術を使うのかというところまで授業を行う必要はあったと思う。その際に35分という時間内で収まらないのであれば、概念説明の時間をもっと削って、まずは実際に作業してみるという時間を多く取ったほうがいいと思う。

